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【手続補正書】
【提出日】令和3年8月6日(2021.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　真核細胞のゲノムにおける標的部位でヌクレオチド配列を修飾する方法であって、前記
真核細胞に
　（ｉ）ＤＮＡ標的化ＲＮＡ、又はＤＮＡ標的化ＲＮＡをコードするＤＮＡポリヌクレオ
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チド、ここで、ＤＮＡ標的化ＲＮＡは、（ａ）標的ＤＮＡの配列に相補的なヌクレオチド
配列を含む第１のセグメント；及び（ｂ）Ｃｍｓ１ポリペプチドと相互作用する第２のセ
グメントを含む；ならびに
　（ｉｉ）Ｃｍｓ１ポリペプチド、又はＣｍｓ１ポリペプチドをコードするポリヌクレオ
チド、ここで、Ｃｍｓ１ポリペプチドは、（ａ）ＤＮＡ標的化ＲＮＡと相互作用するＲＮ
Ａ結合部分；及び（ｂ）部位特異的酵素活性を示す活性部分を含む、
を導入することを含み、
　ここで、前記Ｃｍｓ１ポリペプチドは、配列番号６２、２０～２３、３０～６１、６３
～６９、及び２２２～２５４からなる群から選択される配列と少なくとも９５％の同一性
を有し、Ｃｍｓ１ヌクレアーゼ活性を有し、前記方法は、前記標的部位で前記ヌクレオチ
ド配列を修飾し、真核細胞の前記ゲノムは、核、色素体、又はミトコンドリアのゲノムで
ある上記方法。
【請求項２】
　原核細胞のゲノムにおける標的部位でヌクレオチド配列を修飾する方法であって、前記
原核細胞に
　（ｉ）ＤＮＡ標的化ＲＮＡ、又はＤＮＡ標的化ＲＮＡをコードするＤＮＡポリヌクレオ
チド、ここで、ＤＮＡ標的化ＲＮＡは、（ａ）標的ＤＮＡの配列に相補的なヌクレオチド
配列を含む第１のセグメント；及び（ｂ）Ｃｍｓ１ポリペプチドと相互作用する第２のセ
グメントを含む；ならびに
　（ｉｉ）Ｃｍｓ１ポリペプチド、又はＣｍｓ１ポリペプチドをコードするポリヌクレオ
チド、ここで、Ｃｍｓ１ポリペプチドは、（ａ）ＤＮＡ標的化ＲＮＡと相互作用するＲＮ
Ａ結合部分；及び（ｂ）部位特異的酵素活性を示す活性部分を含む、
を導入することを含み、
　ここで、前記Ｃｍｓ１ポリペプチドは、配列番号６２、２０～２３、３０～６１、６３
～６９、及び２２２～２５４からなる群から選択される配列と少なくとも９５％の同一性
を有し、Ｃｍｓ１ヌクレアーゼ活性を有し、原核細胞の前記ゲノムは、染色体、プラスミ
ド、又は他の細胞内ＤＮＡ配列であり、前記原核細胞は前記Ｃｍｓ１ポリペプチドをコー
ドする遺伝子の天然の宿主ではない上記方法。
【請求項３】
　前記真核細胞が植物細胞である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　Ｃｍｓ１ポリペプチドが発現され、標的部位でヌクレオチド配列を切断して修飾ヌクレ
オチド配列を生成する条件下で植物細胞を培養して植物を生成し；及び
　前記修飾ヌクレオチド配列を含む植物を選択する
ことをさらに含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記Ｃｍｓ１ポリペプチドが、配列番号６２、２０～２３、３０～６１、６３～６９、
及び２２２～２５４からなる群から選択される配列を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記Ｃｍｓ１ポリペプチドが、配列番号６２、２０～２３、３０～６１、６３～６９、
及び２２２～２５４からなる群から選択される配列を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記修飾ヌクレオチド配列が、細胞のゲノムへの異種ＤＮＡの挿入、細胞のゲノムから
のヌクレオチド配列の欠失、又は細胞のゲノムにおける少なくとも１つのヌクレオチドの
突然変異を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記修飾ヌクレオチド配列が、細胞のゲノムへの異種ＤＮＡの挿入、細胞のゲノムから
のヌクレオチド配列の欠失、又は細胞のゲノムにおける少なくとも１つのヌクレオチドの
突然変異を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項９】
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　前記修飾ヌクレオチド配列が、形質転換細胞に抗生物質又は除草剤耐性を付与するタン
パク質をコードするポリヌクレオチドの挿入を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　抗生物質又は除草剤耐性を付与するタンパク質をコードする前記ポリヌクレオチドが、
配列番号７を含むか、又は配列番号８を含むタンパク質をコードする、請求項９に記載の
方法。
【請求項１１】
　Ｃｍｓ１ポリペプチドをコードするポリヌクレオチド配列を含む核酸分子であって、前
記ポリヌクレオチド配列は、配列番号１４２、１６～１９、２４～２７、７０～１４１、
１４３～１４６、１７４～１７６、及び２５５～２８７からなる群から選択される配列と
少なくとも９５％の同一性を有し、又は前記ポリヌクレオチド配列は、配列番号６２、２
０～２３、３０～６１、６３～６９、及び２２２～２５４からなる群から選択される配列
と少なくとも９５％の同一性を有するＣｍｓ１ポリペプチドをコードし、Ｃｍｓ１ヌクレ
アーゼ活性を有し、Ｃｍｓ１ポリペプチドをコードする前記ポリヌクレオチド配列は、Ｃ
ｍｓ１ポリペプチドをコードするポリヌクレオチド配列に対して異種であるプロモーター
に作動可能に連結されている上記核酸分子。
【請求項１２】
　Ｃｍｓ１ポリペプチドをコードするポリヌクレオチド配列を含む前記核酸分子が、配列
番号１４２、１６～１９、２４～２７、７０～１４１、１４３～１４６、１７４～１７６
、及び２５５～２８７からなる群から選択される配列を含み、又は配列番号６２、２０～
２３、３０～６１、６３～６９、及び２２２～２５４からなる群から選択される配列を含
むＣｍｓ１ポリペプチドをコードする、請求項１１に記載の核酸分子。
【請求項１３】
　請求項１１に記載の核酸分子によってコードされるＣｍｓ１ポリペプチド。
【請求項１４】
　請求項１１に記載の核酸分子を含む、植物細胞、真核細胞、又は原核細胞。
【請求項１５】
　請求項１２に記載の核酸分子を含む、植物細胞、真核細胞、又は原核細胞。
【請求項１６】
　請求項１に記載の方法によって生成された真核細胞。
【請求項１７】
　前記真核細胞が植物細胞である、請求項１６に記載の真核細胞。
【請求項１８】
　請求項１１に記載の核酸分子を含む植物。
【請求項１９】
　請求項１２に記載の核酸分子を含む植物。
【請求項２０】
　請求項３に記載の方法によって生成された植物。
【請求項２１】
　請求項１８に記載の植物の種子。
【請求項２２】
　請求項２０に記載の植物の種子。
【請求項２３】
　Ｃｍｓ１ポリペプチドをコードする前記ポリヌクレオチド配列が、植物細胞における発
現のためにコドン最適化されている、請求項１１に記載の核酸分子。
【請求項２４】
　Ｃｍｓ１ポリペプチドをコードする前記ポリヌクレオチドが、植物細胞における発現の
ためにコドン最適化されている、請求項３記載の方法。
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